
はじめに

ただいまご紹介にあずかりました青木でござい

ます｡ 短い時間ですけれども､ どうぞよろしくお

願いいたします｡

見知った方々のお顔が見えて､ もしかしたらま

た同じ話をするのかと思われるかもしれません｡

先ほどもエレベーターの中で知り合いの方にお話

ししたのですが､ 前話したことを覚えていないの

で､ 同じことを話したかどうか､ 本人が大体わかっ

ていないということなので､ もしかしたら､ この

話は前に聞いたかなというのは､ 聞いてくださっ

ている皆さんの方がわかるかとは思います｡ ただ､

これからお話ししますアーカイブズの保存・修復

というのは､ 日々技術革新で変わってまいります｡

よくお話をするのですけれども､ アーカイブズの

保存や修復を昨日本当に一生懸命に学ばれたこと

とは思いますけれども､ それが来年その同じ技術

でいいのかということ､ これはいつも肝に銘じて

いてください｡ というのは､ 今の段階で選ばれた

技術やさまざまな材料です｡ これからもご紹介し

ますけれども､ さまざまな試験方法とかをするこ

とによって､ これはこの材料よりももっといいも

のがあるぞということがわかってまいります｡ そ

うしますと､ こういう研修会や､ 私どもの国文学

研究資料館でもアーカイブズカレッジというもの

を開いておりますけれども､ 多くの方々にそうい

う情報を得られる機会を､ 今の時代､ 発信してお

ります｡ ぜひそういう機会に多く接せられるといっ

た姿勢を持っていただければと思っております｡

では､ 早速ですけれども､ これから ｢アーカイ

ブズ保存の理論｣ ということで､ 全体的に保存理

論と保存・修復の原則をお話しします｡ ただし､

保存ということは大変大きな概念でありまして､

まさにアーカイブズとして保存・活用していくた

めに､ 今皆さんが何をすべきかというお話全般に

わたります｡ ですから､ この後お話をなされる稲

葉先生とか木川先生の話と少しダブるかもしれま

せん｡ ただし､ それらを包括した形で､ 実際に現

場では皆さん保存・修復に携わっていただかなく

てはならないということがありますので､ 全般を

通じてお話をさせていただきたいと思います｡

最初のところにちょっと書かせていただきまし

たけれども､ 文書館､ 公文書館､ アーカイブズに

おいては､ 史料調査から史料受け入れ､ 整理､ 保

存､ 利用に至る史料管理のプロセス全体を視野に

入れていただくことが大変重要なんです｡ 整理は

整理､ 受け入れの際の調査は調査というのではな

くて､ あくまでも､ それらの史料が収蔵史料とし

て保存・活用されるまで､ 体系的に一貫してとら

えていただきたいと思っております｡ ですから､

それらの史料管理､ 史料保存活動が他のプログラ

ム､ 業務とどのように関連し､ 位置づけられるの

か､ 体系的かつ包括的な計画について皆さんに考

えていただきたい｡ どのような保存活動プログラ

ムを設計して実践に移していくか､ これからお話

をさせていただきますが､ それらを築き上げ､ ま

た継承し､ 活動を行っていくのは､ まさに皆さん

であります｡ さまざまな保存計画というのは､ 各

機関ごとに立てられますけれども､ 収蔵史料が多

い､ 少ないではないんです｡ それらの史料をどの

ように保存・活用していくかという中で必要なプ

ログラムを立てられていくということが大変重要

だということになります｡

史料は､ 常時利用可能な状態に保っていくとい
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うことは大変重要であります｡ ご出席の方にはま

だ自分で管理しているものについて利用はないと

いう場合もあろうかと思いますけれども､ アーカ

イブズというのは､ 保存し活用するという道が大

変重要なプロセスでありますし､ 私自身は､ 利用

なくして保存もないだろうと考えております｡ 保

存というのは､ これからもお話ししますけれども､

大変予算のかかる､ 時間を費やし行われる作業で

す｡ きのう実習されたということになりますと､

手先を動かされていると､ 自分の力量を含め､ こ

れだけ時間をかけて行うのかということを身にし

みてお感じになったと思います｡ そういう形で保

存・修復を実際に行っていくということは､ 必ず

それらをもとにした形で利用されていく､ 多くの

方々に活用していただくということが最終目的だ

と私は思っております｡ ぜひそういう点では､ そ

れらの膨大なアーカイブズを､ 保存対策を講じて

きちんと管理できるようにしていただければと思っ

ております｡

アーキビストは､ 保存活動のみに従事していら

れるわけではございません｡ 実際に私も､ 保存・

修復が専門で､ アーカイブズの保存を研究してお

りますけれども､ 国文学研究資料館のアーカイブ

ズは､ 50万点を超えてほぼ60万点ございます｡ こ

れの保存担当とともに､ その目録も作成しなくて

はなりません｡ そういう意味では､ アーキビスト

としての役割と保存の担当者という役割を並立し

て行っていかなくてはならない｡ そういう方々が

手を動かして修復をされるということは､ 実際に

どういう修復の技術が必要で､ どれだけ大変なの

かというのを皆さんに体得していただくのが大変

重要で､ やっぱり自分は向かないと思っていただ

くのが実習だと私は思っているんです｡ といいま

すのは､ 皆さんのお立場の名簿を見せていただく

と､ 一番重要なのは､ 保存担当者として保存計画

を立てていただく立場の方々が多くいらっしゃっ

ていると思います｡ まさに自分のところの保存計

画をどう立てていくのか､ プリザベーション・ア

ドミニストレイターとしての役割というものを認

識していただければと思っております｡

このプリザベーション・アドミニストレイター

というのは､ アーカイブズだけではございません｡

図書館や美術館､ 博物館でも重要な役割でありま

す｡ 実際､ 今日もご出席されていますけれども､

修復と､ それからこれらのプリザベーション・ア

ドミニストレイターとして保存計画全般に携わる

という方が､ 日本においては､ まさに沖縄の修復

士のお１人しか都道府県の場合にはいらっしゃら

ないという､ 大変寂しい現実であります｡ 私自身

も､ 立場としてはそういう規程にのっとった保存

担当者というわけではないんです｡ 内部の委員会

で保存管理の委員会のメンバーとして国文学研究

資料館がアーカイブズのそれぞれのものをやれて

いるということと､ 研究も並行してということに

なるわけで､ 最も重要なのは､ 各アーカイブズと

言われるところでは保存担当者が必要だと思って

おります｡ 特に都道府県の場合には､ 規程の中で

含めるということが重要かと思います｡ 今から15

年ほど前に群馬県でも一度､ 保存担当者というも

のを規程にどのように入れられるかということも

検討されたことがあります｡ そういう点で今後長

く必要なポジションだということは考えられなが

らも､ なかなか実現を見ていないということであ

ります｡ ぜひ､ 今回を機会に､ 各現場でそういう

担当者の位置づけというものも考えていただけれ

ばと思います｡ 群馬県の県立歴史博物館にはきち

んと保存担当者がいるんです｡ ここの場合には､

大体３年ごとに保存担当者という方を決めて､ 輪

番制で行っているというパターンでやっておりま

す｡ 学芸員の数が８名ほどいらっしゃいますので､

そういう措置もとれるかと思います｡ アーキビス

トとして私一人しかいないのという方もいらっしゃ

るかもしれませんが､ きょうは､ この２時間は保

存担当者の仕事としてやりましょうといった形で､

そしてひとり身の中でもいろいろとアーキビスト

として目録や検索手段をつくるところ､ 今回は保

存のところを考えましょうということで､ 少しそ

ういう目で保存の担当の位置づけというのも､ お

2008/05

2

����������������������������������������

����



一人でやられている方でも見据えていただければ

と思っております｡

保存とは

保存の理論ということなのに､ 保存とはという

ことになりますが､ 国際的な保存理念､ 日本の保

存理念､ これからもお話ししていきますが､ 私は､

保存とは何なのかというのは､ まず保存とはいか

にあるべきかということを考えることだと思って

おります｡ アーカイブズを保存するということは

何なのか｡ 先ほどいみじくも私が､ 利用なくして

保存はないと思うと､ これは私自身の､ 保存とは

ということに対する回答の一事例であります｡ アー

カイブズ､ アーキビストとして､ それらの保存は

どうあるべきなのかということ､ これは､ ｢保存

期間―マテリアルライフを考究する―記録媒体等

の保存性｣ というものを考えるのも保存の一つの

重要なところだと思っておりますが､ これとも通

じるところです｡ よく紙史料については､ 一般の

方もそうなんですけれども､ 正倉院の紙と一緒に

していて､ 1700年も残っているのだから､ 紙は残

るものだと思われている方は大変多いんです｡ で

も､ そうではないんです｡ 有機物ですから､ 必ず

この世の中から姿を消してしまうことがあるとい

うことなんです｡ ですから､ それらのものをどう

考えていくのかということ｡ ですから､ 物として

残すあり方というのも考えていかなければならな

いかと思います｡ 考古遺物の場合には､ 途中から

出てきたものを樹脂含浸させるなりしないと､ そ

の原形が保存できません｡ ということは､ 物性を

変えるわけです｡ 物性を変えて保存するという､

これがある意味では考古遺物の保存の一つの答え

なんです｡ ではアーカイブズは何なのかというこ

とを含めて考えていくということが重要かと思い

ます｡

それから､ 何をどのように保存するのか､ いか

に記録史料の情報活用をだれもが自由に科学的に

永続的に活用できるように保存していくか､ 保存

を保証するということですけれども､ 特にだれも

が自由にということは重要なことであります｡ 私

たち専門家だけが見られるということではないわ

けで､ 一般の方々がまさに情報をもらいたい｡ 逆

に言うと､ 科学的にというのは物理的にというこ

とです｡ 物は物としての多くの情報を持っており

ます｡ 皆さんにお配りしましたレジュメの紙は､

中性再生紙です｡ 私は､ 中性再生紙の割にはなか

なか材質がいいなと思っていたんです｡ それと､

製紙会社さんは古紙配合を40％するのは大変だろ

うなと思っていて､ もしかしたら入れていないか

もしれないけれども､ 古紙率40％でないとグリー

ン法でだめだから､ 一応そのようにしているのか

なと実はちょっと専門的な目で見ていたら､ この

前､ ほぼ再生紙の場合に古紙配合率を偽っていた

ということが出てまいりました｡ そのように､ 物

というのはそれぞれの持っている物性が異なるわ

けですので､ 素材が異なる｡ ですから､ それらを

科学的に見てみたいという人たちの要求にきちん

とこたえる準備というのが必要かと思います｡ そ

れが保存ということで私は考えております｡

Preservation, Conservation, Restoration

次のところでは海外､ これは欧米を中心にした

ところですけれども､ 私たちが ｢保存｣ ｢保護｣

｢手当て｣ と言っているような言葉が､ Preservation､

Conservation､ Restoration という言葉で使われ

ております｡ Preservation という言葉が今欧米

では多く使われている言葉で､ Conservation と

一緒に使われることも多いのですけれども､ Pre-

servation Administrator ということで､ ｢保存

担当者｣ といった言葉を使っているところが今は

少し多目になっているかなと思います｡ ただ､

Conservation という言葉もこれまで通常使われ

ていて､ 英語で言えばということになりますが､

ある意味では広義の意味での日本語で言う ｢保存｣

というのも Preservation であって､ 狭義の ｢守

り残していくために｣ という場合には Conserva-

tion という言葉になろうかとも思います｡ Con-

servation の範疇ですけれども､ 残し利用してい
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く場合に､ あらゆる劣化・損傷の要因から守るこ

と､ 守る技術､ その中には環境制御､ 劣化予防対

策､ 保存していくための技術適用の計画を立てる

こと､ その知識なども含まれると言われておりま

す｡ まさにRestoration は､ 可能な限りオリジナ

ルな状態で復元する過程､ 修復という言葉で言わ

れているところです｡

史料保存のキーとなる概念

では､ 最近といいますか､ もうここ15年以上の

潮流のお話をさせていただきます｡ 今回は短い中

で保存の理論から現場の問題も含めてお話ししな

くてはならないので､ ちょっと足早にはなります

が､ 現場の方なので､ イメージも想像力もおあり

になられる立場だと思いますので､ ちょっと駆け

足の話にはなりますが､ これからお話をさせてい

ただきます｡

まず､ ｢大量保存､ マス・コンサーベーション｣｡

アーカイブズは大量にありますという話になるわ

けです｡ これらは､ 先ほども私がお話ししたよう

に､ 50万点の史料を一から１点１点､ これはどう

いう状態で､ 虫食いがあって､ これは修復しよう

かしまいかなどということを考えていたら､ 私の

寿命ではとても終わり切らないわけでありまして､

何世代かかっても終わらないわけです｡ まさにそ

ういう意味では大量な史料に対応する方策という

ものをきちんと立てなくてはいけないということ

で､ それが ｢大量保存｣ であり､ ｢段階的保存｣

と言われている考え方であります｡ これは､ アメ

リカの議会図書館､ それからアメリカのアーカイ

ブズが率先して５年計画で出したところでの標準

の言葉ということになっております｡ こういう言

葉が出るまでもなく､ 日本の古文書等を扱ってい

る方々ですと､ １軒のお宅に何万点あるというこ

とがままありましたし､ まさに行政文書を保存す

るというときに､ それらのものが地下の倉庫の中

を見れば大量にある｡ それらについて､ 博物館の

技術､ 図書館の技術という中ではとてもこれは難

しいだろうということは､ 日本においてもおのず

とその方法論は編み出されてきたということはあ

ります｡ 軌を一にしてそのような考え方､ 理論的

な技術が発展してきたということがあろうかと思

います｡

具体的な内容は､ 大量で多様な素材を対象に､

１点ごとに精微に処置していくのではなく､ これ

はどちらかというと博物館史料や貴重書と言われ

るような古典的な史料と言われるものに対して､

かなり時間をかけて１点１点専門的な修復技術を

持って行っていくということでありますが､ そう

いうことをしていたのではとても間に合わないわ

けでありまして､ 効率的かつ安全に対処すること

ということになります｡

では具体的にどういうことかということなので

すが､ 全体調査の上で史料状態をデータ化し､ 保

存措置と処置の方法と優先順位を決定する｡ 特に

利用頻度というのは重要なんです｡ 自分のところ

の中で何が一番利用されるかというのは､ 実は皆

さんが一番わかっていらっしゃると思います｡ 特

に､ 私も今から10年ほど前までは閲覧室で閲覧担

当もしてまいりました｡ 閲覧担当というのは大変

いろいろなことを教えてくれます｡ 利用者の方の

ニーズがどこにあるのか､ どういうタイプのもの

を研究しようとするのか､ または史料に対してど

のように触れるのか｡ まさに私などは､ 研究者の

専門の方が案外ぞんざいに史料を扱うのを見てま

いりましたし､ 地域から､ 東京に史料があるんだ

ということで､ やっと見つけられたおじいちゃん

がとても丁寧に見てくださるようなことも経験し

ております｡ そういうことの中で､ どのように利

用されていくのか､ また利用頻度が高くなれば､

それはどちらかというと内容情報が中心なのか､

だったら内容情報だけを最初にやっていこうといっ

たことのプログラムがそこでおのずと立てられて

いくのです｡

たまたまの事例ですけれども､ 今回私どもの国

文学研究資料館の史料目録の87集は､ 真田家の村

絵図等が中心となっている､ 松代藩に提出された

絵図なんですが､ それらを目録化しました｡ これ

�
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は､ 閲覧担当の方から､ あの300点以上も絵図が

目録化されて世に出たら､ 必ず見に来る方が押し

寄せてきて､ 撮影させてくれ､ 早く撮影させてく

れというニーズがすぐわかる｡ だから､ 何とか目

録を出すときに同時に何かできないかということ

が出てくるわけです｡ まさにそうなんです｡ 目録

というのは､ 使ってよ､ 使ってよ､ 使ってよと出

すわけです｡ いざ使いに来たら､ 絵図は修復して

いないので､ ちょっと見られないんですけれども

ということになったら､ それは大変困るわけです｡

だから､ そういうときには保存計画で､ ５年前に

は立てられていなかったけれども､ 実際に予算的

な措置などもうまく､ 特に利用者に対して多大な

サービスになる､ 貢献するということになります

と､ かなり予算当局の方も説得可能になってまい

りますので､ そのようなことで当館で今年度出る

松代藩の絵図等については､ できる限りの処置を

して撮影をして提供できるようにしたという経験

があります｡

おのずと撮影をするということになれば､ 事前

に部分的な修復が必要になってくるのです｡ みん

な点検をしてから業者さんに出すわけですから､

それらのプロセスを踏むことによって､ オリジナ

ルのもの��今は絵図を､ その染料が､ どの時期
から合成染料になったか､ 植物染料を使っていた

かとか､ 顔料は何なのかとか､ そういうことを調

べたい保存科学の研究者も来るんです｡ そうする

と､ そういう方々のためには､ 実際､ 史料をその

まま提供しなくてはならないわけです｡ 絵図の話

もありますが､ 今私どものところに､ 特に近代の

ものでは､ ジアゾとか湿式の史料が群馬県庁文書

や愛知県庁の文書の中にどれだけ含まれているか

ということを研究しに来た保存科学の大学院生も

います｡ そのように､ 物を見ないと､ 映像化した

ものではわからない情報を得に来る方もいるんで

す｡ それから､ 津軽家の朱印状が､ 徳川幕府すべ

ての将軍が発給したものについては全部残ってお

りますので､ それらの紙質調査が来ます｡ これは､

紙の厚み､ それから透過光を当てて､ それから斜

光の光を当てて検査したいということは､ ニーズ

として来るわけです｡ ですから､ それがどれだけ

史料に影響がないかということをこちらの方で閲

覧の担当者と協議して､ それで提供するといった

ことになります｡ ですから､ 物理的によく物とし

ての史料の情報は少ないと思われる方も多いんで

すが､ 実際には多くの情報を持っています｡ 今は

複写技術の話と近世江戸時代の紙質の調査の事例

を出しましたが､ そのように､ そういうニーズに

合った計画を長期的に立てながら､ 中期､ それと

今お話ししたような臨機応変な計画変更というの

も必要になってくるということであります｡ それ

が全体として保存計画ということになるというこ

とです｡

もう一つは ｢予防的保存｣｡ これは､ 予防的処

置と代替化ということで､ 皆さん､ 私も最近ちょっ

と風邪を引くようになりまして､ 大体風邪を引く

なと思うのは､ 寒いにもかかわらず帽子もかぶら

ないで薄々歩いたときなんです｡ ということは､

風邪を引かないように帽子をかぶっていればいい

んだということがわかったら､ 帽子をかぶればい

いんです｡ それと同じようなことは史料にも言え

るわけです｡ ですから､ 根本的な治療が必要にな

るような､ 手術が必要になるようなところまで悪

くならないように｡ メタボリック症候群というの

が今はやりです｡ そのような生活習慣病からのい

ろいろなことが起きないように｡ ただ､ 私も人間

ドックへ行きますと､ ｢青木さんの場合には体重

だけなんですね｡ 血液検査をしても悪性コレステ

ロールはないし､ 体重だけ減らすと完全に大丈夫

なんです｡ よくお酒もいろいろ飲まれますね｣ と

かと言われながらも､ ｢でも体重がそこのところ

で安定しているのかもしれませんね｣ というのも､

一つの指針なんです｡ ですから､ どのものをどう

いう状態で置いておくのが一番いい状態かという

ことも考えていくということが必要かと思います｡

これが予防的保存ということで､ これは病院の医

療と同じで､ きちんとした対応をしていけば､ 財

源を必要とせず効果の上がる方法だということで､
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これは欧米でも､ 博物館史料等についてはプリベ

ンティブ・ブリザベーションということはよく言

われていることです｡

もう一つは ｢将来的保存｣｡ これは､ 永く残る

媒体､ 紙の使用です｡ これは､ 最近ですと､ 再生

紙でも中性紙､ 弱アルカリ紙ということで記録紙

がよく使われておりますし､ 複写機のトナーなど

もかなり安定した形で定着しております｡ そうす

るとかなり長期に保存が可能であろうということ

になるわけで､ 実際に沖縄県の公文書においては､

要するに永久保存になる対象の文書についてはど

ういう紙を使用した方がいいかという検討を行っ

たと聞いております｡ そのように､ 今基本的にこ

れだけは残さなくてはならない､ あと評価選別が

必要な部分があるという場合ですと､ 基本的に残

るものは長く残る記録媒体で保存すればいいとい

うことになろうかと思います｡

ただし､ 今､ 国の公文書の95％は電子化された

そうです｡ ということは､ 95％は危険な状態にあ

るということかな､ ５％の紙だけがちゃんと残る

のかなというような気もしてしまうわけでありま

す｡ ある企業では､ システム課ともいろいろ協議

したのですけれども､ なかなか､ さまざまなアク

シデントが起きるので､ 企業アーカイブズとして

必要なものについては､ 弱アルカリの少し薄目の

プリンタ用の用紙を買って､ それに打ち出しして

保存する｡ 原始的だと思われるかもしれませんが､

システムの方でちゃんとバックアップをとってい

ると思った企業内の稟議の文書があるとき突然ちょっ

とだめになっていたといったことはあるんだそう

です｡ 法律的な問題があったりしますから､ どう

してもそういうところで打ち出しが必要だったり

するということで､ 一部そのような危険回避を行っ

ているということも聞いております｡ ですから､

そういうときに､ 長く残る紙というものを使って

おけばということになろうかと思います｡

それから､ 今は ｢総合的生物被害防除計画｣｡

これは木川さんのところでもお話しになりますけ

れども､ まさに IPM､ 虫やカビにどう対応して

いくか｡ ただし､ これは､ 皆さんのお手元資料の

２部目で ｢文書館建築設計論－既設文書館の建築

と設計｣ という､ 既設の文書館の施設と環境を実

際に見学に行ったときにはこういうことを聞けば

いいんですよというのが箇条書きになっていて､

便利でしょう｡ 私もこれを大体頭に入れながら､

これはどうなっているかということをお話しする

んですけれども､ その中で保存目標とか保存計画

を立てているかということがあります｡ 今お話し

したように､ 全体的に環境管理をして､ 予防的な

保存措置をして､ 代替化をしたり､ それから修復

をしたりして､ 保存と利用を考えるということを

考えたときに､ まずはこの中に IPMというプロ

グラムをきちんと位置づけておけばいい｡ という

のは､ 温度や湿度とカビの問題は､ 湿度が上がる

からカビが生えたというだけの話でありますから､

そのようなことでは環境管理をきちんとしていれ

ばカビの生える状態にはならないというわけです｡

それから､ 虫の問題でもそうですけれども､ 虫の

生息域とそうでないところを分けていくというこ

と､ それから虫がいそうなものが入ってくるとき

にはちゃんと注意するというように､ これらの建

造物での動線をきちんといれば､ 実は問題がない

わけであります｡ ですから､ そういう点でこれら

のことを挙げさせていただきました｡ ですから､

史料保存のキーとなる概念では､ 最終的に IPM

という新しい言葉が出てきたように思われるかも

しれませんが､ 実際は､ それは目通し､ 風通しと

昔から言われるように､ 日ごろから保存している

場所を観察し､ 状態を見てあげることが重要であ

るということに落ちつくわけであります｡ ただし､

これらのポイントを入れながら､ アーカイブズの

保存ということを考えていく必要があるというこ

とになります｡

電子情報の保存

先ほど､ 公文書は95％電子化されたということ

になってきますから､ これは､ この後､ 村岡先生

がお話しになられるところかとは思いますが､ 実
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際､ これから私などがお話しする中では､ 物理的

なDVDとか CD‒ROMとか､ そういう紙以外の

媒体についてはなかなか難しいところがあります｡

マイクロフィルムの問題ぐらいまでがこちらの範

疇に入れられるかなと｡ セルロースエステルにし

てもポリエステルベースにしても､ 乗っかってい

るのがゼラチンということですから､ とても紙に

近い感じで保存が考えられるのですが､ CD‒ROM､

DVDとなると､ これはヒューマン・リーダブル・

レコードではありませんので､ なかなか難しいと

いうことです｡ 目視で見える範囲というのは大変

重要かとは思っております｡ ただ､ 電子情報の保

存というものも忘れてはならないということだけ､

ここでお話ししておきたいと思います｡

酸性紙問題

アーカイブズにおいて最も皆さんの当面の課題

でもあるのは､ やはり酸性紙の問題だろうと思い

ます｡ これは､ 実際に今から30年ほど前にアーカ

イブズで酸性紙の問題というと､ どちらかという

と､ 行政文書の中からボロボロなものが見つかる

というよりも､ 自分たちが少しずつ､ ちょうど史

料の包材をどうしようかということを30年､ 35年

ぐらい前とかは考えつつあったときでしたから､

普通はこういうクラフト紙に入っていたんです｡

これは実は私と同じ年齢なんです｡ 昭和32年生ま

れ｡ 私､ ここまでは老けていないと思うんです｡

ですから､ 紙ってこうなってしまうわけです｡ こ

れは実際に古文書を入れていた封筒なんですが､

封筒はこの当時は整理用封筒という位置づけだっ

たんです｡ 今は皆さん､ どちらかというと､ 史料

を整理していくときの封筒は､ 保存用の封筒とい

うことで､ 史料が安定して安全な状態で保存でき

るようにという材質のものを選びますね｡ 昔です

とそうはいかないものですから､ このような形の

こういうクラフト紙を使っていた｡ ただし､ これ

らの問題が実は日本の文書館､ 公文書館において

は最初の酸性紙問題で､ 次に近々入ってくるよう

になってきた戦前・戦後の史料はどうしようかと

いった問題になってきたんです｡ 今後の問題とし

ては､ 収蔵史料の中で半分以上を占めるであろう

酸性紙の保存問題というのは必要になってこよう

かと思います｡ 今回､ 50年目の封筒ということで､

ちょっと触れていただくのも一考かと思いますの

で､ お回しします｡ まず､ そういう意味での酸性

紙の問題は､ 保存包材の問題と､ それから収蔵史

料の中での酸性紙の問題｡

もう一つは､ こういうビデオもあります｡ さっ

きのスローファイアーをごらんになったことがあ

る方｡ 最近少なくなってきましたね｡ ぜひスロー

ファイアーは､ 今はもうプラントとして行われて

いない大量脱酸の装置なども出てきたりして､ わ

かりやすく説明しています｡

次に､ これは電子情報の保存の問題について警

鐘を鳴らしたビデオ (Into the Future) です｡

これも紹介しておきたいと思います｡

あと､ 1998年版の IFLA 国際図書館連盟の

｢IFLA 図書館資料の予防的保存対策の原則｣､ こ

れは日本図書館協会から出ております｡ これをご

存じの方は大分多いんじゃないかと思います｡ 私

は､ これは箇条書きになっていてとてもわかりや

すいし､ 私の話を聞いていただくよりはこれを逐

次､ これはどうなんだろう､ これはどうなんだろ

うと皆さんが読んでいただく方がためになるかも

しれないと思うくらい､ よくまとまっているのと､

アジアモンスーン地帯の私たちの国で対応するに

当たっても､ とても適切な内容になっております｡

特に､ カビが生えたときにも､ カビが生えたから

すぐに乾燥させなければいけないといって扇風機

を当てたり､ 余りそのように干させてはいけない

とか､ ちょっとしたところでこれの基本的なとこ

ろを読んでおくと､ 大分わかる｡ 特に､ これはセ

キュリティーと災害にもページを割いております｡

今回は､ ちょっとマイクロフィルムの劣化の問

題には踏み込んではいけませんので､ 一つは ｢写

真資料の保存｣ というのが同じ日本図書館協会か

ら出されていますので､ ぜひこれは見ておいてい

ただければ､ 基本的なマイクロフィルムの問題と､
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あとでマイクロフィルムの最近の問題というもの

についてはご紹介します｡

国会図書館のホームページへ行きますと､ この

資料はすべてテキストベースのPDFでダウンロー

ドできます｡ IFLA というのは UNESCO の傘下

で､ 図書館と ICA 国際文書館評議会と一緒につ

くっているものですから､ このさまざまな内容を

広く普及しようというのが目的ですので､ 国会図

書館さんはそうやって出す責務があるんです｡ な

ので出していますが､ 私はよくこれをご紹介して､

PDF なのでテキストが抽出できるので､ 自分の

ところで､ こういうものはこういう処置をしましょ

う､ 虫が出たらとか､ カビが生えたらというのを

ちょっとここから借りてきて､ 自分でつくってお

くんです｡ 本当に保存計画と自分のところのマニュ

アルというのは､ 自分のところに合ったものつくっ

ておかないと､ 次の職員の方とか､ それから保存

に興味のない方などは読んでくれないのです｡ ま

ず自分のところのものはどうしたらいいのかとい

うマニュアルがあれば､ 読んでくれます｡ ただし､

厚いものはつくってはだめ｡ 私も昔イギリスの大

英図書館へ行ったときに､ 防災マニュアルが赤い

表紙で20センチぐらいあるものだったんです｡ そ

れを計画した主任さんは ｢これが防災マニュアル

です｣ と言ったら､ 後ろの方にいた職員の人が

｢だれもあんなの読まないの｡ だって､ 箇条書き

じゃないと読んでる暇ないじゃないか｣ というく

らいになってしまうんです｡ ですから､ 専門の人

は細かく細かく情報を知っている必要がある｡ た

だし､ 現場でちょっと基本的な留意事項がわかっ

ていればというところは､ 短めにしておいてあげ

るということが重要です｡ ぜひそのように使って

いただければと思います｡

保存修復の原則

早速､ やっと保存の原則に入ってまいります｡

これは30年ほど前からアーカイブズ､ これはアー

カイブズだけではなくて､ 美術館､ 博物館､ ほか

の歴史的な文化資源､ 文化財と呼ばれるものも､

保存・修復に携わる者には ｢原形の保存｣ が重要

だと思います｡ 私もそれこそ30年前の若いころと

いうのは､ そういう話を聞くと､ でも私の周りの

人は､ ちょっと史料が破れていると､ 勝手に記録

もとらないで直してしまうとか､ これは外れてい

たのだから直してしまえとか､ どちらかというと

原形というものを余りとらえずにやられていた時

代がありました｡ まさにそういうところへの反省

があるんだと思うんです｡ オリジナルの史料の綴

じ方とか､ それから簿冊のあり方､ それとともに

ファイルされているものでも､ フォルダーでも､

フォルダーでの秩序というものには意味がありま

す｡

私はとても意味がある史料を整理したことがあ

ります｡ なぜかというと､ ある長野県の地主さん

のところの文書群が全部で７万点ぐらいあるので

すが､ そのうち３万点ぐらいがうちにあります｡

その中で領収証の束を整理したんです｡ 領収証の

束の中にお手紙が入ってくるんです｡ その当時､

何でこれは書状つづりに入れないのかなと｡ 要す

るにある人へのお手当に関する手紙なので､ あく

までも領収切符と一緒なんです｡ だから､ そうい

う形でまとめる｡ まさにそういう中で､ 領収書と

書状の弁別する判断が明治期のその当時の人たち

には明らかにあったのだということを､ その中の

秩序とまとまりによって再現することができるん

です｡ まさにそういう点では､ 原形や秩序という

ものを重要視するということは大変重要だと思い

ます｡

次に､ ｢安全性｣ ということであります｡ これ

は､ 皆さんセロハンテープで張ったりとか､ そう

いうことはだめなのはよくご存じかと思います｡

ということは､ 安全であるということをどうやっ

て確かめるかということもこれまた大きな問題に

なります｡ これは安全であることを確認したら､

修復のときには大変重要なんですけれども､ どう

いうものをいつどの史料にちゃんと使ったかとい

う､ ４番目の記録化ということにつながってくる

んです｡ 私も昔伺った話の中では､ 接着剤つきア
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ルバムがありますね｡ その樹脂を修復家の方が取

り除こうとしたときに､ どういう樹脂がどのくら

い配合されているのかというのをその業者のとこ

ろに伺ったけれども､ ｢各年次､ ロットによって

違うので､ はっきりしません｣ ということだった

んです｡ そうすると､ かなり高度な分析をしない

と､ どういう樹脂がその中心になっているのか､

PVA なのか､ PVA でもその中での含有物がど

のぐらい違うのかといったことが見えてこないわ

けです｡ ですから､ そういうことがわかるように､

今私たちが使っている､ そこにはフエキのりがあ

りますけれども､ フエキのりはどういうタイプの

ときにどういうところには使えます､ それからで

ん粉のり､ ショウフのりはどういうところに使え

ますという基本的なところをちゃんと記録化して

おかなくてはいけないということです｡

３番目が ｢可逆性｣､ リバーシビリティーとい

うことです｡ 最初にお話ししましたけれども､ 今

の技術が最良の技術と過信してはならないんです｡

まさにこれは､ どちらかというと､ 今から25年前

に､ 燻蒸と言えば､ 臭化メチルで燻蒸すればいい

んだと言われてきたのと全く同じなんです｡ もう

やっておけばいいんだ､ 文化財にも安全だし､ 紙

にも影響ないし､ すっとこどっこいの話でありま

して､ それがこの後でも木川さんがご紹介になる

ように､ 物によっては植物標本とか昆虫などの

DNAが変わってしまうといったことが出てくる

わけです｡ まさにそのようなことを懐疑的にいつ

も自問自答していくということが重要であります｡

それと､ ４番目が ｢記録化｣｡ これは､ 実は海

外の紙の修復をアーカイブズでやられる方がいつ

も嘆くんですが､ 私たちは､ 技術を使っている時

間よりも､ 記録をとっている時間が実はかかるん

です｡ というのは､ どういうところをどのように

直したかというのを記録することは､ 次の後継者

のためには大変重要なんだけれども､ すごく手間

がかかるんです｡ でも､ その手間を惜しんでしま

うことによって原形を変える｡ 特にさまざまな素

材の場合には｡ 腐ったミカンというのがあります

ね｡ ミカン箱の中で１つ腐っていると､ ほかのも

のまで腐ってしまう｡ それと同じように､ あるも

のの劣化がかなりひどくて､ 両隣にある史料とか

に影響を与えてしまうといったものがあったとき

には､ そのものを取り出さなくていけない｡ 別置

保存しなくてはいけないんです｡ そうなったとき

に必ず､ 原形はどうだったのか､ どのように変え

たのか｡ ですから､ いつもの､ いつ､ どこで､ だ

れが､ どのようにというような形で記録をとって

おく｡ ただ､ 今はデジカメがありますので､ 綴じ

紐のとじ方を変えたとかというのもちゃんと撮っ

ておく｡ 理論的には､ 私もこうやって理想的なこ

とをお話しするんですけれども､ 記録化といのは､

デジタルカメラで撮っておくと､ どんどんばらば

らに保存されるものですから､ それを統合する方

法を考えなくてはいけないということがあります｡

ですから､ 統合していくためのプログラムも実は

必要になってくるということをお話ししておきま

す｡

これは､ 資料保存器材のホームページから､ 包

材に入れる……｡ 皆さんのお手元のところでは当

館で使っている帙をお見せしましたが､ 私も暇が

あれば本当はこういうことをたくさんやっていた

いと思っているんですけれども､ 今実際にさまざ

まな和装帙から発展した中性子の弱アルカリ紙を

使ったものとかで封筒とか帙をつくっていたりす

るんですけれども､ もっと効率的なものはないか

なというと､ これはもともと１枚の紙なんですけ

れども､ これをちょっと折ると､ やっと……｡ も

うこの構想は構想10年なんですけれども､ この技

術で特許が取られていないかどうか調べたりする

のから始まったんですけれども､ 特許は取られて

いないのでいいんですが､ このように一つの包材

で簡単にたくさんのものをつくれるようなもの｡

こういうことができると､ 皆さん現場で型紙があ

ればすぐつくれます｡ そうすると､ 安いコストで､

もともと中性紙の紙は高いですから､ それを手作

業で効率的につくっていく｡ そういうことにする

と､ 現場はよりよい保存環境がつくれるというこ
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とになりますので､ こういうものもこれからはちょっ

とご紹介していこうかなと思っています｡ これは､

厚い､ 薄い､ 小さい､ 大きい､ 大体大を兼ねるの

で､ Ａ４判の同じサイズでダーッと並べられると

いう特典があるんです｡ 実はアーカイブズの保存

包材というのはまだまだ開発途上で､ 皆さんのア

イデアをお待ちしているということも言えます｡

資料保存器材のホームページにはあとこのよう

に､ インターネットでもさまざまな修復の情報が

出ています｡ ぜひそれも見ていただければと思い

ますが､ ここでは､ 包材に入れることによって光

はかなり防げる｡ それから湿度変化も､ 虫やカビ､

不適切な取り扱い｡ 私は特に不適切な取り扱いを

するのは利用者ではなくて職員だと思っておりま

すので､ 職員がちょっと無造作にとったことによっ

て表紙が切れてしまったりとかというのはままあっ

て､ 利用者のアクシデントよりも職員のアクシデ

ントの方が多いんです｡ ちょっと史料をたくさん

出納しなくてはいけないからといって簿冊を10冊

ぐらいまとめて持っていったりとかするのは､ 利

用者ではなくて､ 職員なんです｡ ですから､ そう

いう意味で不適切な取り扱いをするようなことが

あっても大丈夫なように､ 手に触れても大丈夫な

ようにということで､ これらの包材に入れるとい

うことは大変重要だと思っております｡

それから､ 内部のものが酸の多いものというこ

とになれば､ それらについても対応ができる｡ た

だし､ 今は酸でもアルカリでもないもの､ これも

資料保存器材さんのホームページから挙げました

が､ 史料によってはアルカリ嫌いというものもあ

ります｡ ですから､ 昔は酸性紙はだめだから全部

アルカリだったらいいんだみたいなことでダーッ

と歩んできたんですね｡ ところが､ 今は､ 写真の

包材とか､ それから植物染料とか､ ジアゾとかシ

アノの青焼きとかについては､ アルカリが強くな

い方がいいですよということが言われています｡

こういうことも念頭に置いて､ ちょっと細かく説

明することはできませんけれども､ アルカリ含有

のタイプで保存包材を使っていいものと､ そうで

ないものがあるということも知っておいてくださ

い｡

アーカイブズの劣化度調査

次に､ アーカイブズの劣化度調査というので､

これはグラフを２つ出しました｡ ＡとＢというの

はかなり､ 熱分解ガスクロマトグラフィーという

のでどういう成分が出るかという試験なんですが､

すごくピークが大きいのが出ているのがＡなんで

す｡ Ｂはそんなことはないんです｡ これは何だろ

うということなんですが､ これは昭和27年につく

られた目録です｡ これは当館のものなんですが､

たまたま同じ年につくられて､ 同じ紙質です｡ グ

ランドパルプとクラフトパルプが入って､ ミツマ

タとわらも入っているものなんですが､ これをお

持ちしたんです｡ 別にこれはアーカイブズという

わけではないので､ お持ちすることができたんで

すが､ 実際に手にとって見てください｡ １集とい

うものなんですけれども､ 片方はまだ真っ白です｡

これは､ 中身を見ていただくとわかるんですが､

そんなに悪い状態のものではありません｡ 片方の

ものは､ これだけ茶色いです｡ これが同じ紙で同

じときにつくられたものなのに､ なぜこんなこと

が起きたのかということです｡ これは皆さんの現

場でも起きるということなんです｡ というのは､

片方は､ ただクラフト紙に包まれて､ 冷房も暖房

もない倉庫に二十何年間ずっと置かれていた｡ も

う一つは､ 私たちが整理をするための整理室で､

夏はちゃんと冷房が入って､ 冬は暖房が入ってい

るのだけれども､ 日ごろからよく使っていた｡ あ

と､ 温度・湿度の変化も多いわけです｡ というの

は､ 冬は暖房をつけますけれども､ 夜間になれば

低温の状態になるわけですし｡ そのように紙にス

トレスが与えられるようなところに置いてあった｡

これでこれだけ､ それも東京都品川区という立地

は同じです｡ 別に北海道にあったわけではないん

です｡ これは､ 国会図書館の顧問の安江さんが､

アメリカの大学図書館で何で北アメリカの方の大

学図書館の紙がすごく劣化するのかというのを追
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求したら､ 冬の時期の暖房が問題だったと言われ

ています｡ だから､ そのように､ 今私たちがこれ

から管理しなくてはいけないのは､ どの子も同じ

ような状態に置いておいてあげなければいけない

ということです｡ そういうことによって､ このよ

うに分析したら､ 発生する物質まで違うというこ

とです｡ これは元名古屋大学の大谷先生の分析で

わかったことです｡

アーカイブズのための保存包材

次に､ 保存包材として適正かどうかということ

です｡ これは大変重要で､ 私もこうやってお話を

させていただくと､ ｢中性紙の紙とか､ 綿のひも

とかは､ どこのがいいんですか｣､ 最後は ｢修復

業者さんはどこがいいんですか｣ まで聞かれるん

ですけれども､ まずはそういうことを聞かれると

きに､ 私も ｢うちが使っているから大丈夫なんて

信用すると危ないと思うんですよね｣ とも言えな

いわけです｡ ですから､ そういうのでは試験をし

なくてはいけない｡ 今のところ私がやっているの

は､ 写真活性度試験といって､ 写真のフィルムの

乳剤層､ ゼラチン層に対して､ その素材が接着し

ていったときに影響があるかないかという､ PAT

という試験です｡ これは､ 今はもうやめられてい

るんですけれども､ 東京写真美術館の荒井先生が

協力してくださって､ 当館で使っているものにつ

いてはほとんどこの試験をしました｡ あとは､ 稲

葉先生も､ 挿入法とハンギング法とかもやってい

ます｡ あとはプラスチック製品とか､ それから博

物館でよく使う安定させるための型用のスポンジ

とかありますね｡ そういうもののスポンジとかは､

今は､ 先ほどの熱分解ガスクロマトグラフィーと

いうもので一回燃やして､ 変な有害物質が出ない

かという試験をしています｡ 一応それが出ないと

いうものについて､ 使用していくといった判断で

す｡ ただ､ 文書の場合には､ そういう余りプラス

チックのものとかを使う必要がないので､ 紙だけ

ということになりますから､ 紙をということにな

ろうかと思います｡

ここでは､ コットンひもから､ のりとか､ 私の

ところはカルボキシメチルセルロースというCMC

を使っていて､ これは天然セルロースから化学的

に誘導した､ 粘性を持った接着剤です｡ あとはメ

チルセルロースは欧米ではよく修復で使われるも

のです｡ それらのものをやってみました｡ プリッ

トとかピットとか､ スティックのりは全部だめで

した｡ それから､ 複写機とかインクジェットとか

レーザープリンターもやってみたんです｡ という

のは､ 古文書と接するものですから｡ そうしたら､

トナーはほぼ安定していました｡ そのように､ ど

れが安定しているかということで､ かなりさまざ

まな､ このようにトナーが安定しているかどうか

というのは案外､ こういうコールタールのような

状態に実際にはなっていますから､ そこが圧着し

たときにそこのトナーの定着が悪かったりとかで

取れて､ 15年ぐらい前の複写機のトナーは大体､

塩ビの袋に入れると可塑剤の影響でバリバリとな

るし､ 別に塩ビの袋に入れなくても､ コピー同士

が圧着されていると､ バリバリッとなります｡ そ

のように安定が悪いということと､ そういうトナー

の定着が悪いことによってほかの史料についてし

まうといった問題があります｡ ですから､ そうい

うところも注意しなくてはいけないということが

あります｡

これは､ 平成12年に全部のさまざまなテープ､

特に綿テープは､ 実際には海外のテープを試験し

たら､ いろいろ不純物が入っていてだめだったん

です｡ 日本でも､ 蛍光剤が入っているものも多かっ

たので､ 今は四国でこういう綿テープをつくって

いる業者さんがあって､ そこのテープは試験して

大丈夫だったので､ 実際にそれを使っているとい

うことがあります｡ こういうのは､ 文化財用綿テー

プといった形でインターネットを検索してもらう

と､ 業者さんのホームページが出たりしますので､

探していただければと思います｡

それから､ こういう記録史料に関するもので､

1995年ですから､ もう12年前になってしまいます

けれども､ 初めてアーカイブズの側から図書館､

アーカイブズ32

11

�����������������������������������������

����



博物館などの現場の方々とともに本 (記録史料－

アーカイブズの保存と修復) を出しました｡ ぜひ

これも､ 環境の問題から出ておりますので､ 目を

通していただければと思います｡

この辺のところは稲葉先生の話と重なってくる

ので､ かなり飛ばします｡ ただし､ 私たちが環境

の劣化因子というものを､ 温度､ 湿度､ 光､ 空気

汚染､ 生物､ 振動､ 衝撃､ それから火災・地震､

これが一番大きいんです｡ きょうは災害の講義が

できないのは大変残念なんですけれども､ 大体､

水にぬれたり､ 地震によって倒壊したり､ 火災に

遭ったら､ もう元の姿はないんです｡ ですから､

実際にそういう災害が起きないようにするという

ことも大変重要ですし､ 起きたときにその被害が

最小限にとどまるようにするということも重要な

ポイントです｡ これらの劣化因子に対してどう対

応していくかということになります｡

現地調査における史料の現状

現地調査などでは､ 長持に入ったものをきちん

と調査してということになったりするわけですけ

れども､ そのときにきちんとクリーニングをして

いかなくてはいけない｡ ここなどは､ ちょうどネ

ズミが長持の中に入っているといった状況の中で､

史料をきちんと整理して､ クリーニングをしてい

くという工程が必要になってくるわけです｡

あと､ 近現代の民間での保存の事例をちょっと

紹介しておきます｡ 実際にこのように古文書に接

しておられる方は少ないとは思うんですけれども､

ここは文庫倉と質倉にいっぱい近世の文書を､ 近

現代のものも含めてなんですが､ 持っています｡

ここのところを大体普通皆さんですと､ 中性紙の

保存箱に入れかえて､ 封筒に入れてとかというこ

とを考えますね｡ そうしたら蔵がもう２つ必要に

なってくるんです｡ 現地で保存するのに､ 蔵を２

つ建ててくださいと言って､ 建ててくれる人がい

るわけがない｡ ということは､ 私たちが何をして

おけばいいかということで､ そこのところで環境

とか､ それから保存のさまざまな劣化因子を取り

除いてあげて､ きちんとそこで同じように保存で

きるように考えるということです｡ これが応用力

だと思うんです｡ ですから､ 現場現場の問題とい

うのはさまざまあると思います｡ それで応用力と

いうことで､ これは､ きれいに掃除をした後､ 中

敷きの中性紙を敷いて､ それでここのところに丸

い穴を､ これは指さしの穴なんです｡ 指さしの穴

がないと､ 当て紙をピュッと取れないんです｡ よ

くありませんか､ 皆さん｡ たんすに下着とかを詰

め過ぎて､ あけようと思ったら飛び出してきた｡

文書も同じようなことが起きてしまうので､ この

中で史料をきちんと入れたら､ それがもじゃもじゃ

しないようにするということです｡ さまざまなと

ころでこういう工夫が必要になってくるというの

があります｡

公文書の受け入れの際には大体､ 受け入れをし

て､ それから整理して､ 最終的にこういう中性紙

の保存箱に入れたりとかという工程になろうかと

思うんですが､ このときに､ 実際には､ 先ほどの

IPM ､ 生物被害の対応とかかわるんですが､ 保

存履歴をちゃんと確認しておくことが重要なんで

す｡ このときに虫とかダニとかチャタテとかが出

てこなかったら､ そうそう悪い場所ではなかった

んです｡ それから､ 移管される前のところをちゃ

んと見に行っておくと､ ｢ここは絶対危ないから

虫さんがいるかも｣ とか､ ｢ここはすごくいつも

丁寧に掃除しているから大丈夫だ｣ とかというの

が出てくると思うんです｡ アーカイブズの場合に

は､ そういう保存履歴をとらえないと､ IPM が

うまくいきません｡ やっぱり最終的には､ 最初は

化学薬剤で燻蒸しようかなとかということになる

わけで､ ｢心配だもの｡ 私の担当のときに燻蒸し

なかったから虫が出たと言われるのは嫌だし｣ と

か､ そういうことを考えるわけです｡ ですから､

そうではなくて､ これはこういう点検をしました､

こういう点検をしました､ こういう点検をしまし

た､ こういう点検をしました､ 大丈夫でしたとい

うことを､ ちゃんと見つけていけばいいわけです｡

こういう場所はあるんですよ､ まだ｡ ダクトがあっ
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て､ 排気ダクトなどは真っ黒けとか､ 全然掃除し

たことがないところに入ると､ カビはあるし､ 虫

もいるかもしれないといった状況です｡ だから､

こういう場所の場合には特に注意してきちんとや

ればいいわけです｡ でも､ きれいなところから来

たものについては､ それなりの目視点検をしたら

大丈夫という判断も下せるということになります｡

アーカイブズの機能と空間

次に､ アーカイブズの機能と空間の概念図とい

うことです｡ 私たちは必ず受け入れをして､ 生物

被害対策室､ まずここできちんと点検する｡ 仮整

理をして､ 保存・修復をしたり､ 目録をとったり､

代替化のための複製をとったり､ 今はもうマイク

ロ撮影というよりもデジタル化が多いかもしれま

せんが､ そのように作業のエリアがある｡ 収蔵庫

のエリアと史料がクロスしないようにするという

ことは重要です｡ 今､ 新しい建物をつくった場合

でも､ 都道府県立文書館は47都道府県のうち30都

道府県にできているんですが､ 私は全部見ていま

すが､ 史料と人の動線がクロスしていないと完全

に言えるところは半分に満たないです｡ どうして

も公共空間を史料を持って出て歩かなくてはいけ

ないといったことが出てきます｡ でも､ ちゃんと

収蔵庫から閲覧のコーナーで閲覧室に出すという

ことになれば､ こちらの講義室とか目録室､ 人が

通るところとクロスしないような工夫はできます｡

これは､ そういう空間をきちんとするということ

が重要だと思います｡

アーカイブズの劣化要因

次に､ アーカイブズの劣化要因で立地・建築・

設備ということです｡ これは総合的に稲葉先生の

お話のところで､ 基準値､ 制御値を稲葉先生は教

えてくださいます｡ ただし､ 制御値をどう運用す

るかは皆さんなんです｡ 先生が言ったとおりの数

字で現場が対応できるかというと､ それは絶対あ

り得ません｡ 私なども今､ 品川の戸越で史料収蔵

庫の管理をするときには､ 湿度は65を超えないよ

うにしています｡ 絶対に65は超えないけれども､

60％そこそこぐらいのところでいつも除湿機が稼

働するぐらいにしています｡ というのは､ 50％と

かに設定しても､ 除湿機の能力的にそこまでシビ

アにできないんです｡ だから､ 何カ所もの環境測

定をしながら､ 大丈夫だ､ 空気だまりができない

とかということを見ながらやっていくということ

が必要になってきます｡ これらが史料周辺の温度

湿度の環境管理で､ 収蔵庫へ向かうに従って変化

の少ない環境をつくっていく｡ ほかのところから

入ってきたものは､ 一たん生物被害対策室､ 害虫

処理室とかに入れてから収蔵庫へ行く｡ 基本的に

は､ 急激な変化を避ける｡ 日変動が少ない｡ それ

から変温恒湿｡ これは四季の温度､ 春と秋は大体

同じで､ 冬と夏で設定温度を変えるということで

す｡ 四季というよりも､ 三季に分けるといった方

がいいかもしれません｡ それで60から65で､ とに

かく65は超えないようにするという形で見ていく｡

アーカイブズというのは１点１点見ないで群で

扱うというのは､ もう皆さんよくご存じだと思い

ます｡ そのときに､ 保存の管理をするときにどう

見ていくかなんですが､ アーカイブズの全体に対

して建物１｡ 国立公文書館であれば､ この竹橋に

ある公文書館と､ 筑波にもあります｡ 筑波にある

ものと竹橋にあるもののフロア１､ フロア２､ フ

ロア３にはどういう史料群がありますということ

で入っていくわけです｡ それぞれの史料群のまと

まりの傾向というのは違うわけで､ 文部省から来

たもの､ 厚生労働省から来たもの､ それから個人

所蔵のものがあったりとか､ さまざまな部署から

来たりする｡ それぞれのものの体系が違うし､ 年

次も違うということになりますが､ まずはこの史

料群単位で保存状態を見るということから始めま

す｡ どういう場所にどういうものがあるか｡ 自然

リスクというのは､ 災害に対応したリスクです｡

環境リスクというのは､ 温度や湿度や光の問題で

のリスクを見ていく｡ これはリスクマップになる

んです｡ これを基本としながら見ていくと､ いつ

も必ずそうなんですけれども､ 収蔵庫の地下の１､
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２､ ３となった場合に､ それぞれの環境設定が全

く一律で環境制御ができるということは､ まずあ

り得ません｡ 一度でいいからそういうところにお

目にかかってみたい｡ 東京国立博物館の収蔵庫で

あろうと､ さまざまなところであっても､ 完全に

それぞれのところが全く同じ状態でということは､

アクシデントが起きたり､ 現場ではいろいろなも

のと戦っています｡ そのようなところなので､ 自

分たちのところが全部一括ではなくて､ 書庫の１

階にはどういう文書があってということと､ これ

をぜひロケーション､ 配架図に落としておくとい

うことです｡ 配架図がみんなで見られるようになっ

ていらっしゃるところ｡ これは重要なんです｡ ど

ういうものがどこにあってということと､ それか

ら､ では１階のどこどこで水が出た､ 漏水したと

か､ スプリンクラーの故障だとかといったときに､

カラー写真は､ 水にぬれたらベロベロで画像は残

りませんから､ すぐ処置をしなければいけないタ

イプのものだということがすぐわかるわけです｡

だから､ さっき自然リスクの問題と言ったのは､

どこにどういうものがあって､ どこが災害の現場

かとかということ｡

それから､ 環境だって違うわけです｡ 見ていき

ますと､ これなどは､ あるところを定点観測した

ものなんですが､ この赤いところというのは､ す

ごく湿気がたまるところ｡ 当たり前なんです｡ 下

から湿気が上がってきて､ ここから風が動いて､

ここに全部たまっていくんです｡ 必ずこういうと

ころにカビが生えてくる｡ 自分のところでカビが

生えたときには､ カビが生えた原因というのをちゃ

んと観察していくと､ わかりやすいものですよ｡

カビさん､ うそつかないというか､ 絶対生えにく

いところには生えないのがカビなんです｡ だから､

そのように生えやすい場所とかというものが､ 先

ほど言ったように､ それぞれの物理的な階層を見

ながら押さえていくということが必要です｡ これ

は､ アーカイブズというのは群ごとにまとまって

いるので､ 大変とらえやすいんです｡ 図書館の場

合には十進分類の中にはめ込んでいきますから難

しいですが､ ずっと受け入れ順に配架していくの

が基本的なところになりますので｡ これなどは､

マイクロキャビネットは45％なんですが､ 入り口

付近の近目は70％だったということです｡ これが

現場での環境制御なんです｡ だから､ 稲葉先生の

お話でぜひいろいろ知ってほしいのは､ 基本的な

測定の数字や､ どのようなはかり方をしていくの

か｡ 今度は､ 現場ではこういう図面に落として計

画を立てていかなくてはいけない｡ 環境が悪かっ

たら､ どこを改善したかということです｡ それを

見ていかなくてはいけないということがあります｡

もう一つは､ そういうのを細かくつくるのはな

かなか面倒なんですというところがよくあるんで

す｡ これは博物館の展示室なんですけれども､ そ

れも同じで､ 自分のところには棚やファイルボッ

クスはこのようにあると｡ そこに､ これはたまた

ま展示史料なんですけれども､ ここのファイルは

とにかくちょっと光に焼けているとか､ ここの史

料はちょっとカラー写真が多いですといった形で､

最初のときに注意を喚起するような概要的な保存

状態調査というのをやっておくんです｡ 一から全

部１点１点とか､ 箱ごととかできないときには､

文書群は大体どういう傾向かということを見てい

きます｡ 私などもよくやるのは､ こういう箱ごと

にあったら､ 白黒写真とかカラー写真もあり､ 酸

性紙のものが３分の２ぐらいとか､ 特にカラーネ

ガに注意とかという､ 箱ごとの注意点をまとめて

おくんです､ 最初は｡ 次に､ 今度は細かい調査を

していって､ 保存計画を立てていく｡

ただ､ 概要調査だけで大体保存計画を立てられ

るんです｡ 自分のところで何を優先していくのか

というときに､ 酸性紙の問題は､ これは予算化し

て中和処理をしたりとかしなくてはいけないから

とかということになれば､ ではまずカラー写真と

か､ そういうものの褪色が問題になる場合には､

それをちゃんとどうしようかといったことです｡

カラー写真は､ 今私どものところなどは全部､ 酸

でもアルカリでもない薄葉で入れています｡ それ

から､ 余り強いアルカリでないタイプのものに入
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れかえています｡ こういうスリーブに入れておく

と､ 実はカラーネガのシアンというのは､ 空気に

触れていた方が褪色が遅いんです｡ 普通はそう思

いませんよね｡ 劣化するというのは酸素と結合し

ていると思うんですけれども､ 色素層によって､

これは東京写真美術館の荒井先生から教えていた

だいたんですが､ そういうことがあります｡ です

から､ そういう場合には､ 酸でもアルカリでもな

い､ 通風性のいい袋に入れたり､ ただ折り込んだ

だけでもいいんですが､ そういうことを工夫する｡

今私のところは､ もう50万点の史料を１点１点

やっているなどというのはとても無理だ｡ あると

ころのものは利用頻度が高いので､ １点１点きち

んと､ 先ほどの包材に包んで帙に包んで封筒に入

れて､ ちゃんと番号もつけて､ 状態調査もしてと

いうのをやっています｡ ただし､ それが無理な場

合には､ こういうはめ込み型の中性紙の箱｡ これ

は立川に移転を２月にするんですが､ そのときに

は全部このはめ込み型の中性紙箱になります｡ ま

ずは外箱を､ 環境制御ができない収蔵庫で､ いい

意味で言うとエコ収蔵庫なものですから､ とても

空調を24時間つけてもらえるようなところではな

いので､ そういうエコな収蔵庫に対応するには､

できるだけ温度や湿度の影響を受けないための小

環境をちゃんと維持してあげようという考え方で

す｡ このようにして置いて､ あけるとこのように､

これは中だけ中性紙で包んで､ ちょっと茶色の封

筒などもまだ残っていたりします｡ でも､ まずは

こうやってという､ まずできるところ､ 外側だけ

きれいにしておいて､ 次に１点１点をやって､ こ

れには長いスパンの長期計画が必要になります｡

でも､ それをやっていくことを継承していかない

と､ 保存担当者としての役割は担えないんです｡

まさに今緊急性を有する優先順位の計画と､ それ

から長期的にこつこつとやっていかなくてはいけ

ないものというのを挙げていく必要がある｡ 最終

的にこれが保存措置進捗表で､ 405件分が全部こ

のように入っています｡ 先ほど言った状態調査の

データとか､ それから修復したときのデータとか

をできるだけこれらの文書群情報に１点１点詰め

込んでいくようにしています｡ 最終的にきちんと

保存措置が終えたものについて､ どのような影響

があるか｡ それから､ 損傷のレベルのひどいもの

が３ですから､ ３のものが681点あってといった

ことで､ この中から修復の優先順位を決めたりす

るということになります｡

これらについては､ 国立公文書館では文化財研

究所の方へ委託して､ サンプリング調査でそれら

の戦前・戦後期の公文書についての調査を実施し

ています｡ それによって概数を出して､ 予算措置

をして､ そこから具体的に修復しなくてはならな

いものを選んでいくという計画になります｡ これ

が保存計画です｡ ですから､ 特にサンプリングと

いう方法と､ それから最終的には､ 保存措置をし

ながら１点１点は整理したりするときに全部チェッ

クしていきますから､ 並行していくことによって

数値を出すという方法もあります｡ その辺のとこ

ろは､ 現場､ 現場で考えていただけるといいかと

思います｡

保存のための物理的コントロール

今お話ししたことが最後のまとめにもなるんで

すが､ アーカイブズ保存のための物理的コントロー

ルといのは､ それぞれが物理的にどこに置かれて

いるかというところからまず考えてみましょうと

いうことです｡ 建物・保存環境管理｡ 史料群ごと

の配架と配列｡ 史料群の中での保存状態の把握｡

ここをしておくと､ 大体どのくらいお金がかかる

かな､ 修復にどのくらいかかるかなというのが見

えてきます｡ 群ごとに利用頻度というのは傾向が

如実に出てきますので､ そのあたり｡ ただし､ 今

はその予測はなかなか難しいんです｡ ただし､ 先

ほどもお話ししたように､ 目録を出したというこ

とは､ 利用者が必ずそれを見つけて見に来てくだ

さるということなんです｡ ということは､ そこは

必ず利用頻度が高くなるということがすぐわかる

わけです｡ ですから､ そのような形で､ または実

際に史料を整理されているところでは､ これはこ
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ういう意味で利用がふえるかもということが想像

できる場合もありますから､ そういうところとい

うことで､ 最終的に群ごとで保存状態を把握して､

次にやっと史料単位での修復の記録とか､ 紙質調

査とか､ 史料１点単位の利用調査というものを行っ

ていくという流れになろうかと思います｡ そうい

う大きなところから､ 全体から個へ行っていくこ

とによって､ 実際のアーカイブズとしての物理的

なコントロールが可能になる｡ また､ そういう手

順を踏んでいくことによって､ 最初からここから

やっていきますと気の遠くなる話なんですけれど

も､ 群単位だったら､ それぞれ100､ 500という単

位で見ていきますので､ できるかと思います｡

もともと､ アーカイブズは記録情報として､ わ

かりやすい検索主体というのは､ 分析的な整理・

管理の作業､ アーカイブズの全体構造の把握と記

録群の再構成をしていくのが大変重要になるわけ

です｡ 母体組織におけるそれぞれの時代での組織

変遷をもとにしながら全体構造を見ていきます｡

では保存は何なのかというと､ 物理的な保存・管

理の作業というのがフィジカルコントロールとい

うことになれば､ まさに予防的な保存措置､ 環境

管理､ 保存処置､ 修復ということになるわけで､

その技術的手段として､ 先ほどお話ししたように､

全体を見てから下へ下へと階層を追って見ていく

ことができればということになろうかと思います｡

この辺のところがまとめということで､ この辺は

皆さんもやられると思います｡ クリーニングとか

補正､ 部分修復とか､ 保存容器への収納､ これが

また具体的な作業になってきます｡

保存対策フローチャートは､ 金山さんがよくま

とめられているので､ 使わせていただいています

けれども､ 全体的に保存プログラムをつくってい

くときに､ 環境チェック､ 保存状態を調査して､

保護措置をする｡ ここの段階で IPMということ

で､ 生物被害の対策をきちんととっていくという

ことです｡

保存業務全体での受け入れをしてということに

なりますし､ こういう酸性紙のものから､ これか

らはこういう封筒に付着したカビとか､ そういう

ものも同定していく必要が出てくるかと思います｡

調査項目としてそういうことが入ってくるという

ことと､ あとは､ 当館でもやっているんですが､

こういう空気環境測定､ 硫黄酸化物とか窒素酸化

物をモニターしていくといったこと｡ それによっ

て空気汚染の状況を見ていったりすることも必要

になってきます｡ あとは､ 今こういうアンモニア

と有機酸が出ていないかどうか｡ これは新館だけ

ではなくて､ 新たな棚を入れたら､ それが安全か

どうかとかというときの検査にもしていく｡ こう

いうものも環境調査の中にこれからはプログラム

していく必要があるので､ ちょっと入れてありま

す｡

あと作業としては､ こういうクリップとかの話

をしておくと､ あと８分ばかりではちょっと終わ

らないので飛ばさせていただいて､ これなどは､

保存を考えた再製本という方法で､ 現場でもでき

る方法なんですけれども､ こういうわら半紙の帳

票があるというもの｡ でも､ ゆっくり開かないと

見られません｡ このように､ これはただ全体を中

性紙のひもと綿ひもと､ それからボードでこうい

う押さえをつけて､ このように見られるような形

で､ 普通はこういう簡易製本をしてしまうわけで

す｡ そうすると､ これだと､ かなり見えないし､

裁断される｡ 大体こういう綴じのところにいろい

ろ印が押されていたりとかするんです｡ そういう

問題が起きますので､ こういう簡易製本は､ 原形

を破壊しますし､ 情報も失わせてしまうという欠

点があります｡ また見にくいということがあるの

で､ こういう形での保存のための製本というのも

考えていく必要があろうかと思います｡ もともと

こういうバインダーに入っていて酸性劣化がひど

かったので､ 今のようなタイプのところに変えた

ものです｡ でも､ ちゃんと残しておくということ

です｡

『防ぐ技術・治す技術』｡ 案外､ 国立公文書館で

は､ アイロンはしわ伸ばしにお使いになるんです

ね｡ 私は､ しわも歴史の一部｡ ｢女性の顔のしわ
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は歴史よ｣ といったのと同じなんですが､ あくま

でも先ほどの安全性とかを考えたときに､ 温度に

よる過乾燥とかというのは多少史料に負担がかか

るんだよといったことをおもんばかってあげる気

持ちと､ きれいにするということをてんびんにか

けるといいますか､ そうやって見ていくことが保

存の基本的な考え方の中に必要なのかとは思いま

す｡ 修復保存というのは､ きれいになればいいと

いうことではなくて､ ｢しわも歴史の一部｣ と言っ

たのはまさにそうなんですけれども､ それがそれ

までの来歴の一部分であり､ ただそれが劣化を助

長してしまうような場合は取り除かなくてはいけ

ないですけれども､ そうするとこれからでも重要

なのは､ もっと簡易にしわを伸ばせる方法とか､

安全な方法とかはないのかと､ まさにそういう改

良とかもできる分野であろうかと思うので､ そう

いうことも考えていくことは必要かと思います｡

マイクロフィルムの劣化

この辺でさまざまなものがあるところはちょっ

と飛ばさせていただいて､ 本当にさまざまな材料

があるので大変なんですけれども､ マイクロフィ

ルムの劣化では､ これが本当にワカメ状と言われ

るところの､ 酢酸臭がかなりひどいタイプの映像

になります｡ マイクロフィルムは､ タックベース

からペットベースにかえて､ セルロースエステル

からポリエステルフィルムにかえていけばいいか

というと､ 案外そうではなくて､ あと､ これは点

検でも見つからなかった症例なんですが､ 水分の

残留で､ これはカビじゃないんです｡ これは業者

へ点検に出しても､ こういうタイプの劣化は見つ

かりにくいです｡ ですから､ ぜひ業者さんとも､

こういうタイプの劣化はなかったか､ それから酸

を放散するときの点検のときには､ 酸を放散する

だけではなくて､ そのテープ自身のいろいろな問

題も探してもらうということが必要だと思います｡

あと､ 保存用のマイクロフィルムは､ 当館では

今度横置きになります｡ これが縦置きだと､ いつ

もこちら側の一定のところが圧着しますので､ 横

置きにして､ 同じ重心になるような形での保管庫

をつくるということをやっています｡

それで､ もう一つは､ これはここにも出してい

ますけれども､ 国会図書館の顧問の安江さんが､

Ａ－Ｄストリップ方法というので､ マイクロフィ

ルム､ タックベースをこれ以上保存していても意

味がないという検査方法なんです｡ これはなかな

か難しい問題になってきます｡ というのは､ マイ

クロフィルムからタックベースが劣化して､ ペッ

トベースへのデュープを行ったと｡ ペットベース

の場合には長期保存が可能だと｡ でも､ オリジナ

ルの撮影のものだから､ タックベースを保存して

おく｡ ただし､ ここではフィルムから発生するア

ルカリ量で酸性度を測定するのですが､ 実はここ

の起点を超えると､ かなりの速度で悪くなってい

く｡ これが､ 実はこれから私たちがマイクロフィ

ルムを保存していくときにどう考えていかなくて

はいけないということ､ それからもう一つは､ マ

イクロフィルムだけではなくて､ 電子情報の問題

も出てくるかと思います｡ 時間が来てしまいまし

たので､ この辺のところをちょっと出させておい

ていただいて､ 考えていっていただけるようにな

ればと思います｡ 後ろの方などには､ 私の方で開

発をした､ 史料を掃除する卓上型塵埃除去装置な

どもご紹介したかったのですが､ 残念ながらちょっ

とそこまでいきませんでした｡

あと､ 修復のことについては､ 実際に具体的に

皆さんやられているとは思うんですけれども､ 修

復技術のこの辺のところは､ すきばめ (漉嵌) の

原理とかを金山さんにも資料をいただいて､ 一緒

に紹介してありましたので､ 特に修復を外注する

場合の留意点は別紙のところで挙げていますが､

事前に修復の人と､ だからこそこういう実習が必

要なんです｡ どこまでどのように自分たちができ

るのかということを知っておくということも重要

ですので､ ぜひそういうところも含めて知って､

あと業者さんに､ これはどのように直したらいい

ですかではなくて､ この資料がこういう状態で､

こういう利用をしたいんだけれども､ どのような
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修復の方法があるのか｡ または､ 今回大変いい経

験をされると思うのは､ リーフキャスティング､

すきばめをやられると思うんですけれども､ 水に

弱いものを水につけてしまうと､ それはよくない

わけです｡ ですから､ それぞれの技術のよさと欠

点があります｡ 長所と短所を見きわめて､ まず業

者さんに出すときに､ 業者さんに全部頼るのでは

なくて､ 一回自分で答えを出してみてください｡

これは､ 答えを出して､ 業者さんに､ このように

答えを出してみたんだけれども､ どうでしょうか

と聞いてください｡ きちんとした業者さんだった

ら､ そうは考えられるかもしれませんが､ こうい

う方法もあって､ それにはこういう欠点とこうい

う長所がありますと伝えてくださると思います｡

でも､ 自分で結論を出さないと､ 自分のところの

収蔵資料は､ 修復後もそこの収蔵資料として利用

されていくんです｡ ですから､ 人様の子供を預かっ

たような状態ではだめなわけです｡ ぜひ修復の点

では､ その辺のところを念頭に置いて､ 今はさま

ざまな修復の方法がありますし､ 酸性劣化の場合

でも技術がありますので､ それらの中から見つけ

ていただきたい｡

私のところでは技術の細かい詳細なところまで

論じることはできませんので､ 概説的な保存理論

と保存の考え方というところで､ 最後､ 修復の考

え方ということです｡ 修復をするのは､ 原形をか

えてしまうということと､ 物理的にもさまざまな

面で変更します｡ きちんとした記録が必要です｡

そういうことを念頭に置いて､ もしかしたらこの

子はこのままでも元気かも､ 大丈夫かな､ 年に１

回も利用がないし､ ２年に１回ぐらいだし､ でも

この子は年に５回も６回も見られる､ でも修復と

いうことで原形をちょっと変えるよりはデジタル

化しようかとかというように､ さまざまな選択肢

があると思います｡ 私の場合には､ よくやるのは､

どっちの方が安いのかなということなんです｡ あ

と､ 部分的に脆弱なところだけを補強してあげる

という部分修復を私はお勧めしています｡ という

のは､ 真ん中にピンポイントな穴がボコボコあい

ていても､ そこをめくっていても全然害がなかっ

たら､ そこまできれいに裏打ちして埋めなくても

いいわけです｡ だから､ 手にとって触るところと

か､ 特に折れ目の部分で弱くなっているとか､ そ

ういうところです｡ 最後に､ だから弱いところを

補ってあげればいいので､ どこが弱いかを見てあ

げるということが､ 基本的にはアーカイブズの保

存と修復を考えていくというところになるのでは

ないかと思います｡

この辺のところで､ 質問の時間がなかなかとれ

なくて申しわけなかったんですけれども､ また何

かありましたらご連絡いただければと思います｡

2008/05
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